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財政学研究会会員総会議決事項の案内

財政学研究会会員総会議決事項の案内

1996年7月27日 に開かれた会員総会において以下のことが決定されましたのでお知らせいたします.

①財政学研究叢書の発行について

財政 学研 究会では,本 年 より財 政研主催 の夏期合 宿 および秋 期シンポジウムの成果,そ して会

員のみなさまの業績 をまとめて,原 則 年 に1回 のペースで,財 政 学研 究会編 集 の叢書 としてナカニ

シヤ書店から出版していく運び となりました.

現在 はその第1号 として,植 田和 弘編集の『現代財政 学の新展 開』が校 正途 上にあり,近 日中に

出版 する予定です.ま た第2号 には,1995年 度秋 期シンポジウム 「医療 ・年 金 ・福祉 と税制改 革」,

1996年 度秋期シンポジウム「地方分権と行財政改革」の成果 を収録 する予定です.な お第1号 の内

容につきましては以下の通りとなっております.

『現代財政学の新展開』 目次

・はじめに

・「柔らかい分権化 」への国際潮流と日本

第1部 税制改革と地方分権

・地方税 制の国際比較

・地方財政 と資産課税

・地方 分権 と地方消費税

・日本型税制 改革 をめぐって

第H部 非営利組織と行財政システム

・非営利 団体 の機 能と社会 的課題

・財政 学とソーシャル ・エコノミー

・非営利組織 と開発

―人間環境 開発報告1993を 中心に一

第 皿部 環境と開発をめぐる税 ・財政問題

・ピグー税 の再検討

・地方 自治体 における環境税

・経済発展戦略 と財政 改革

植 田和弘(京 都大学)

重森 暁(大 阪経済大学)

舟場正富(神 戸商科大学)

川瀬光義(埼 玉大学)

伊東弘文(九 州大学)

山本栄一(関 西学院大学)

寄本勝美(早 稲田大学)

高島 博(神 戸学院大学)

北村裕明(滋 賀大学)

植 田和弘(京 都大学)

諸富 徹(京 都大学大学院)

森 晶寿(京 都大学大学院)
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②会費の改定について

財政学研究叢書の発行 にともなって,会 員総会 では会費をこれまでの年3000円 から年5000円

へと変更することが決 定されました .これまでは会費3000円 に対 して『財 政学研究』を年1冊 送付 さ

せていただいておりましたが,今 後は会費5000円 に対して『財 政学研 究』および財政 学研 究叢書を

それぞれ1冊 つつ送付させていただくことになります.

③『財政学研究』編集体制の変更について

『財政学研究』の編集体制 を,本 年度 より以下のように変更することが了承されましたのでご報告

いたします.

旧体制 新体制

編集代表 島 恭彦 編集代表 池上 惇

事務局長 池上 惇 事務局長 植 田和弘

編集委員 坂井昭夫,植 田和弘,北 村裕明 編集委員 坂井昭夫,北 村裕明



編 集 後 記

『財政学研究』では第20号 から統一研 究テーマを設 定するという試 みを始めましたが,今 回のテ

ーマは 「開発と環境の経 済学」となっております .環 境 と開発を主題 としている点では第20号 と共通

しておりますが,前 回が"環 境"に 重 点を置いたものであったのに対し,今 回はむしろ"開 発"に 重点

を置 くところにその特 徴があります.そ の結 果として,日 本国 内だけでなく,ア ジアの発 展途上 国を中

心に広く世界に 目を向けた特 集となったことも特筆に値 することと思われます.

また,同 じく前回から試 みられてきた編集作 業の内部 化をさらに進めると同時に,研 究室内での編

集 技術の向上を図ることにより,即 時性 が高 くかつ印刷物 としての面から見ても高 品質な『財 政学研

究』を皆様 にお届けすることが可能となりました.い まだ,不 十分な点があるかとは存 じますが,今 後

ともより一層 の努 力を積んで行く所 存であります ので,皆 様のご支援 ご協力,そ して何よりも研 究成

果の寄稿を頂きますよう,よろしくお願 い申し上 げます.

1996年10月 吉 日

編集担当 阪本 崇

(京都大学大学院博士課程)
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